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に退色しない場合に過酸化水素水(オキνフノレ，オキνドーノレ等)を注加して
いる人もあるようであるが，過酸化水素水を加えると著しく泡立つので，微

細な被殻や微量の材料では被殻が散逸する乙ともあるので不適当である。ま

たオキVプノレなどは封を開いてしまうと余り永く使用ができない。

多数の材料をつぎつぎに処理するには，いちいち密栓をする必要のある

薬品では不便であって，ス P合せの余り密でないガラスの広口瓶などに小出

しにして置いても、変化しない薬品でなくては便利とは言えないのである。筆

者の方法はそうしたことも予じめ考慮しである。

岡村金太郎先生の小品文

久内清孝

K. HISAUCHI: Some short pieces by Dr. K. OKAMURA 

北米の西部海岸に産する昆布らしくもないコンブ科の巨大渓Nereocystis

Luetkeana POST. et RUPR.というものを第七永昌丸とという漁船が釧路沖で

拾い上げたこと，これに英名 Bullkelp に因ん

でプノレヲキモなる新和名を与えたことを図入り

で?今は廃刊になっている植物及び動物の 7巻 、
11号(1939)誌上で，時田部博士が報告されたこ

とがあった。これより先に岡村金太郎先生は 2

回にわたりこの藻の漂着のことをアミーパとい

う同好雑誌の1巻2号(1929)と3巻1-2号(1931)

にかかれた。第1のものの表題は rNer，ωcystis

Luetkeana (MERT.) POST. et RUPR.を根室に得

たり」で，歯舞村友知海岸で得られたこと，第

2の場合は「再び Nereocystisの漂着に就て」

なる見出で，岩手県気仙郡喜来村地先で拾われ

たことを略図入りでかかれている。乙んなこと

を，いまとりたてていうのは，乙の一筆がきの

図が，先生の肉筆らしく，面目ゃく如たるもの

があることと，アミーパなる刊行物はぜいたく
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な同好雑誌で第5巻(1933)で終ったため分布範囲が狭 く，その上戦災のため

近頃ではだんだん見られなくなったからである。

ついでに， ζ の雑誌の第1巻1号(1929)Iζ岡村先生は「緑藻矧の利用」

と題して南洋パラオで Stongocladiadicholoma (ZANARD.) MURR. et BOODLE 

が工芸品の材料と して屯 130円で取引されていたとかかれてい る。また第5

巻(1933)には「神津島の生物相の一端」というのもかかれているが， 乙れは

動物学者の阿部徹氏の年賀状の転録で植物には全く無関係である ω

以上岡村先生のかかれたものは何れも小品で， 今度出版 された E.H. 

WALKER氏の東亜植物文献目録制n立にものっていない し，あまり人lζ知られ
ていないらしい。ブノレヲキ モについては時四氏が，わかり易いようにかかれ

ているし渠鋭系統学にもあるので乙こには 111併した。

第10回太平洋学術会議 (TenthPacific Science 

Congress)の開催について

本年邑 FJ~1 日 から ~J 月 6 日立でオアフ 烏ホ ノルノレのハワイ大学で第 10 悶太平洋学術

会議が行なわれる。この会議は 1920年 8月ホノルJレで第1臣|会議が行なわれて以来太ギ

r'f':を絞る各国に於いて行なわれ，そのm3回は 1926，，~三 10-11 月にかけて 約 2 週間東京!こ

於!、て開催された。 即ち ホノルJレでは 2回目の開催であるが，第3回目までは l九lll.Paじili l: 

Sじicnじ巴 Congre出と云われたが第 4[i]目からは表題の畿になって現在に至っている。

乙の会議は科学のあらゆる部門に亙って行なわれる。即ち (1)AgriじllltllralSci巴恥e，

(~) Anthopolugy ancl Sucial Sci巴m:e，(3) Biulogiω1 Sじl巴口仁巴，(4) Cunservatiun， (5) 

Furむ try，(6) Geography， (7) GeophysiじalSじlenc巴， (8) Pllblic Health and Meclical 

)Cle口氏及び (9)Sじientificlnformationの日部門であり，乙の"I:t;こ多く の部会及び νン

ポジウムが含まれて川る。以上のlギ我々に関係の深いものとして生物科学部門があるが，

Eの他物部会でハワイ大学のドテ ィ教授が司会者となって “太平洋海域の部類とその生i!1ニ

カ"についての討議が行なわれる。

この会l問中ホノルルの BishopMUSe1lll1， Experim巴ntStation of the Hawaiian Sllgar 

Plant巴rs'Association及び PineappleResearch lnstituteの見学が行なわれる。叉乙の

会議が終ってから(1)一般見学，(2)地球物盟 ・地質学， (3)植物 ・林学及び (4)作物 ・土

岐学の為の各見学旅行が行なわれるが，乙の各コースの中には有名なキラウヱア火山が入

れられている。縞物学関係の旅行は9月3日か らは 日までハ レア方 ラ， クラニ，及びコ

ナの森林，カウの砂漠， コーヒ栽培地讐:の見学をする司iおとなっているι
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